
平成１8年度事業報告
1)競技関係
年 月 日 曜事業名 会 場 参加者数 　主 管

18

4
15 土第49回福岡市民春季大会（小・中学生の部） 市民体育館 D小37 中153組 S92名 　中体連
16 日第49回福岡市民春季大会 市民体育館 D 190組　S 48名   城南区

6

10 土第20回市民総合中学生大会　D ・ S
市民体育館

D 170組
　中体連

11 日第20回市民総合中学生大会　　　S S 295名

18 日
第48回福岡県民体育大会　福岡市選手団選考会

九電体育館
団体6 　個人 16名   理 事

JOCジュニアオリンピック
D 15組  S 51名         西　区

第24回全日本ジュニア選手権大会 福岡市予選会
24 土第14回福岡県小学生夏季大会福岡市予選会 九電体育館 D 26組　S 32名 　理　事

7 2 日第20回市民総合小学生大会 市民体育館 D 44組　S 94名 　東　区
8 27 日第11回クラブ対抗交歓会 市民体育館 46団体 　理　事

9
4 日第20回市民総合各区大会 東・博多・中央・城南・早良

各区体育館
11 日 々 西・南
19 月第1回福岡市中学生団体戦 九電体育館 団体33 　中体連

10 22 日第20回市民総合区対抗団体戦 市民体育館 7区＋東区B 　市役所
11 12 日第7回フクオカ選手権大会 市民体育館 D 109組 S 27名 　理　事

12
16 土第48回福岡市中学生大会　D　・　S

九電体育館
D  77組 　中体連

17 日第48回福岡市中学生大会　　　S S 122名 　理　事

19
1 28 日第47回福岡市小学生大会 市民体育館 D  40組　S 91名 　博多区
3 11 日第5回福岡市中学生選手権大会 市民体育館 D 148組 　中体連

2)講習会関係
年 月 日 曜事業名 会 場 参加者数 　主 管

18 5
14 日審判講習会　（福岡県バドミントン協会　共催） 九電体育館 小・中54名　一般42名 審判委員会
21 日スポーツ教室スコアリングシステムラリーポイント制導入 中央体育館 小・中81名　一般17名 指導委員会

19 2 25 日 ＬＢ指導者研修会 九電体育館 小・中58名　一般31名 指導委員会

3)国際交流　派遣　遠征
韓国釜山広域市金井区バドミントン連合会　4月21日（金）～23日（日） 19名の選手団

4)専門委員会報告
【総務委員会】 【指導委員会】
①登録事務 ①事業団主催事業スポーツ教室の指導者派遣・研修
②会議等の資料 ②指導者講習会の開催
③大会要項等の作成・発送 ③ジュニア講習 福岡市立養護学校 計１６回 福岡市立中央体育館
④会計・登録名簿の管理

【審判委員会】
【競技委員会】 ①講習会の開催 スコアリングシステム・ラリーポイント制 【広報普及委員会】
①大会要項の検討 に伴う指導(博多区・南区・西区・中体連へ審判委員の派遣) ①ホームページの管理・検討
②組合せに関する事 ②各大会の審判長・副審判長業務 ②国際交流に関する事
③大会運営方法の検討 ③審判依頼調整取りまとめ ④審判部の組織化 ③活動状況の把握及び加盟促進

5)表彰受賞
【（財）福岡市体育協会】　平成19年3月3日（土）　於：福岡サンパレス

個人の部　

 下村　武 昭和60年より、バドミントン競技の普及振興に努められ組織の充実発展に多大なる貢献をされた

古賀　穂 第 7回全国小学生ABCバドミントン大会  男子４年生以下シングルス　準優勝
第23回全九州小学生バドミントン選手権大会  男子4年生以下シングルス　  優勝

藤　慶行 第23回全九州小学生バドミントン選手権大会　男子単　5年生以下　優勝　

団体の部

福岡県民体育大会　優勝
一般女子の部監督 加藤　信 　 選手 渡邊京子・西木由美・山田明子・溝部春美・前田佐和・渡邊有紀

壮年女子の部 監督 緒方蓉子 選手
谷脇洋子・内山咲子・田中里子・小路千鶴代・仁田原智都代  
下郡雅子・梅田眞澄

(敬省略）
6)福岡県バドミントン協会主催事業　　 　
年 月 日 曜事業名 会 場 参加者数 主 管
18 5 28 日第28回福岡県社会人選手権大会 九電体育館 男性156名・女性30名 市協会

7)平成18年度スポーツ教室　（財）福岡市スポーツ振興事業団講師派遣
 施　設　名 　　　教　室　名   　　期　　間 曜 日 定 員 　　講　　　師　　数
  東体育館 初心者教室  　６/ ８　～　７/１３ 月・水 30名 主指導者１名　副指導者２名
  南体育館 初心者レディス教室  １０/ ４　～１１/  ４ 火・金 30名 主指導者１名　副指導者２名
  西体育館 中級者教室  　２/ ３　～　３/１０ 水・金 30名 主指導者１名　副指導者２名
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